




































































































































































































































































































































































































































区分 業務項目等 専任教員 兼任教員 事務職員
医療人育成センター 34 13－148　－10
●入学者選抜企画研究部
@（通称：入試センター）
1入学者選抜方法の開発研究
Q入学者選抜の実施
R広報、調査分析
（2） （4） （5－6）
・教養教育研究部 1教養教育
Q基礎科学教育
R高校教育と大学教育の接続
（27）※1
・教育開発研究部
｡　璽　国　■　■　■　置　■　属　■　■　置　■　●　■　■　■　■　国　■　●　■　■　■　■　■　■
1卒前卒後一貫教育による医
@痴人育成
@　（！）教養・基礎・臨床の接
@　　続
　（2）●　●　…　　　　●　・　・　●　・　●　●　9●　●　o　・
@（2）
　　（4）●　・　●　●　・●　o　o　■　●　o　願　●　o■　●　o　願　●
@　（4）
（3－4）
　　，匿■．■■■■■■■■置■■■．■■匿■匿■匿■
縁ｰ研修の接続　※・　　■　■　■　■　■　冨　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　6　■　■　■　■
■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■
@　一
｡■■■冨■冨■塞■■■
匿’”暫’匿’”
2教育活動強化のための開
ｭ・研究
i1）FD、　SD
i2）教育関連GP
（3） （5－6）
（※1は、現在の一般教育・教員数）
（※2は、附属病院の「臨床研修センター」が兼務して行う。 （下表のとおり。）
●臨床研修センター 臨床教育の強化
卒前臨床実習と卒後臨床
､修の接続
2 4 6
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教育センター設置検討委員会
たっては、次の事項に十分配慮した措置が必要で
ある。
ア　大学における教務：事務の特殊性に鑑み、人事
　異動、法人職員の採用、職員の教育の実施など
　様々な機会を通じて事務職員のプロパー化又は
　プロパー化に準じた措置を促進すること。
イ　当面、センターにおいて事務部門を専掌する
　職員については、専任教員との的確な連携を図
　る観点から、入試部門、基礎教育と臨床教育の
　接続並びに臨床実習と臨床研修の接続に関連す
　る部門、FD、　SD及び各種GP、教材開発部
　門への配置等に配慮すること。
ウ　上記事務職員は、日常的に専任教員とのコ
　ミュニケーションが効果的に行われるような組
　織・機構及び事務室の配置に配慮すること。
●　むすびに
1　本センターの設置の意義・目的等
　（1）本学は、本年4月に「北海道公立大学法人
　　札幌医科大学」として、新たな出発をしたところ
　　であるが、法人化後の更なる飛躍に向けて、人間
　　性豊かな医療人の育成に努めることが重要である
　　ことは言うまでもない。
　（2）「医療人育成センター」は、入学者選抜・教養・
　　基礎科学、基礎医学・臨床医学の卒前教育と臨床
　　研修等の卒後教育の一貫性を念頭において、教養・
　　倫理教育と医学部・保健医療学部の専門教育を効
　　率・効果的に遂行し、高度な医療技術と高い医療
　　倫理・教養を兼ね備えた医療人を育成するための
　　本学教育の中枢として機能し、本道地域医療に貢
　　献ずる医療人の輩出を目指すものである。
2　本委員会での共通認識
　　本検討委員会としては、全員一致の意見として、
　「教育センター（仮称）設置」の理念並びに現在両
　学部に独立して存在する一般教育科目の統合に伴う
　「教養教育研究部」の設置については、賛成が得ら
　れた。
3　事務局各課における本センターへの関わりと事務
職員のプロパー化
　　事務職員の配置及び業務に関し、次のとおり事務
　局関係課との連携が必要であり、また一部業務につ
　いては、プロパー化が急務である。
　（1）総務課
　　　　本センター設置及び事務職員の配置等に係る
　　　事務処理が円滑に進められるよう要望する。
　（2）経営企画課
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　　　教育関連GPなど業務について協力が必要で
　　ある。
（3）学務課
　　　学務課及び学務課入試室の事務は、特に本田
　　ンターと密接な連携が必要であることから、協
　　力は必須である。
　　　また、当該業務は、「医学・保健医療学教育」
　　に特化した職務であり、一般事務職とは明らか
　　に異なり、業務の専門性と継続性は極めて重要
　　であるので、本委員会委員全員の意見として「プ
　　ロパー化」を強く要望する。
（4）病院課
　　　卒前町後一貫教育における臨床実習と卒後臨
　　床研修に係る業務について、協力が必要である。
4付帯意見
　（1）センターの名称について
　　　　本学の理念と合致した名称であるとの意見
　　　で、本報告書では、センターの名称を「医療人
　　　育成センター」としているが、もっと広い意味
　　　合いを持たせた名称を考えるべきであるという
　　　意見もあった。その他にあげられた名称として、
　　　「総合人間教育センター」、「高等教育研究セン
　　　ター」、「高等教育センター」、「医療教育セン
　　　ター」、「生涯教育研究センター」等がある。
　（2）教養教育研究部について
　　ア　現・一般教育専任教員の集約意見としては、
　　　「統合・専任化については、大半は来年春の移
　　　行予定は拙速と考え再考を求めている。移るに
　　　してもせめて合流の仕方についての基本事項を
　　　あらかじめ確認し、納得してからにしたい」と
　　　の声が関係委員を通じて寄せられている。
　　イ　一方では、学部・講座横断的な教育の多様化
　　　に対する方策、入試対応、共通教育の一層の充
　　　実並びにFDやGPなど教育活動強化は、一重
　　　要課題として取り組まなければならないので、
　　　できるだけ早い時期に本センターをスタートす
　　　るべきであるという多くの委員の意見があっ
　　　た。
5　本センターの専任教員による研究について
　　大学教員にとって研究は、教育とともに重要な責
　務である。
　　教員自身の研究に対する考え方並びに研究に基づ
　いた論理的思考と展開方法を学生に教授することは
　極めて重要であり、大学教員にとって必須の事項で
　あることは言うまでもない。
　　従って、本センターの専任教員も、授業指導（担
「教育センター設置」に係る報告書
当）教員として、大学院・医学研究科又は保健医療
学研究科の修士・博士課程を担当し、研究を遂行す
ることが望まれる。
員に対する説明と了解を得て、本センター設置にお
ける人事制度、教授会運営、一般教育統合後の教養
教育研究部における教室形態など具体的な事案につ
いて、早期の検討が必要である。
6今後の対応
　　次のステップとして、一般教育教員をはじめ教職
参考資料　医科大学の一般教育・専任教員数と各学部・学科1学年学生数
和歌山県立医大（教員13） 福島県立医科大学（教員20）
医学部　　60 医学科　　90
看護学部　80 看護学科　80
京都府立医科大学（教員17） 旭川医科大学（教員18）
医学科　100 医学科　100
看護学科　75 看護学科　60
浜松医科大学（教員14） 滋賀医科大学（教員14）
医学科　　95 医学科　　85
看護学科　60 看護学科　60
札幌医科大学 奈良県立医科大学（教員17）
医学部　　　　100（教員20） 医学科　　　100
保健医療学部　　90（教員7） 看護学科　　　50
理学療法学科　20
作業療法学科　20
19
